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：音響モデル学習装置及びコンピュータプログラム

音響モデル学習装置

音声認識装置音声認識装置音声認識装置音声認識装置、、、、マンマンマンマン・・・・マシンマシンマシンマシン・・・・インタフェイスインタフェイスインタフェイスインタフェイス

本発明は、音声認識に必要な音響モデルをＨＭＭではなくＳＶＭを用いて学習させ
る。
ＨＭＭが用いられている現存の音声認識技術においては認識精度に限界があった
が、本発明ではＨＭＭに代えてＳＶＭを用いているので、ＨＭＭ以上の認識精度が
得られ、ロボットと人間との会話が音声で行なうことができるようになって、マン・マ
シン・インタフェイスの利便性が向上する。

　本発明に係る音響モデル学習装置においては、学習データは学習データ記憶部１
０２に記憶されており、また各音素の内部状態のＳＶＭパラメータはＳＶＭパラメータ
記憶部１１６に記憶されており、学習データの各々と、対応する音響モデル内の内部
状態との間を初期アライメント処理部１１０で初期アライメントし、その初期アライメン
済みの学習データを用いて音響モデルの各内部状態のＳＶＭの学習をアライメン処
理部１１８で行うとともに、学習データの各々について、ＳＶＭ学習部１１４により学習
された音響モデルを用いて各音響　モデル内の内部状態とアライメンを行い。学習
データを学習データ更新部１２２によって更新し、終了条件が成立するまでＳＶＭ学
習と学習データのアライメンを比較部１２６で繰り返し実行させている。


